





Some Changes in the Social Movement of the Ainu People































































































































































































































































































































の B 氏，札幌市の C 氏，道外に住む D 氏という個人が「アイヌらしく幸福
になる」ことこそ，本当の意味で「先住民族の権利」を実現した姿なのでは
ないだろうか。
　筆者は以前，こう書いたことがある。「大きな社会の動きだけをみていた
のでは，アイヌの人々の実態を十分に知ることはできない。われわれは，具
体的な地域社会におけるアイヌの人々の日常的なリアリティに迫りたいと思
う」（大黒　2001：107）。そうしたリアリティに筆者自身の研究が十分に迫
ってきたとは言えない。しかし，社会学は，日常性を重視する学問である。
114
アイヌ研究において，社会学もまた，為すべきことは少なくない₆）。
〈注〉
1） 第二次大戦後の「アイヌかウタリか」という協会の呼称を巡る問題に決着がつい
たものと考えられるが，その名称「再変更」の経緯は必ずしも明瞭ではない。協
会本部の関係者や様似および浦河の代表者にもいてみたところ，理事長が急に
言い出したとのことであった。議案書にもまったく載っていない。
2） 2013年（平成25年）にも実態調査が行われる予定であるが，その報告書はまだ出
ていないようである。
3） 今回の様似での聴取でも，これまでのウタリ対策は「アイヌ対策ではないんだわ，
シャモ対策なんだわ」（元支部理事の男性協会員），「実質は北海道の貧乏人対策
ですね」（様似町関係者）などの声が聞かれた。
4） 日本国内においても，「振興法」の制定時（1997年）には衆参両院における「付
帯決議」で「先住性」が肯定され，さらに2008年には「アイヌ民族を先住民族と
することを求める決議」が衆参両院で可決している。
5） この件について札幌の本部で聴取に応じてくださった元理事は非アイヌであるが，
その長い事務局の仕事を通じてアイヌをめぐる近代史と世界各国の先住民政策に
ついて広い知識を持っている。本稿では触れる余裕がないが，明治期のアイヌ
（旧土人）法制の新たな資料の発掘や，アイヌ人骨問題などでたいへん興味深い
話を聴取できた。
6） アイヌの人々は現実に生活し，その生活は変化している。『アイヌ研究の現在と
未来』でも，「当事者性」という問題が指摘され，アイヌの人々を支援し紹介す
る側も「アイヌは狩猟採集民族である」というステロタイプにとらわれていた事
例が報告されている（北海道大学　2010：60）。最近の研究でアイヌの人々の日
常的な意識に迫ったものとしては，（小内　2009）がある。
〈参考文献〉
（公益財団法人）アイヌ文化振興・研究推進機構，2013，「財団について」，（2013年1
月8日取得，http://www.frpac.or.jp/about/index.html）。
北海道アイヌ協会，2009，『平成21年度　総会・代議員会　議案書』。
北海道アイヌ協会，2013，『平成25年度　総会・代議員会　議案書』。
大黒正伸，1998，「ウタリ社会と文化的記憶の藤─伊達市の社会調査」，松本和良・
大黒正伸編，1998，『ウタリ社会と福祉コミュニティ─現代アイヌ民族をめぐる
諸問題』学文社，162 ─ 199。
大黒正伸，2001，「エスニシティとしてのアイヌ民族」，松本和良・江川直子（編）
アイヌ民族運動の変貌　　115
『アイヌ民族とエスニシティの社会学』学文社，106 ─ 131。
小内透編，2008，『現代アイヌの生活と意識　2008年北海道アイヌ民族生活実態調査
報告』。
小内透編，2009，『現代アイヌの生活の歩みと意識の変容　2009年北海道アイヌ民族
生活実態調査報告』。
笹村二朗，1998，「民族文化再興に大きな一歩」『十勝毎日新聞』，8月2日付。
北海道環境生活部，2007，『平成18年　北海道アイヌ生活実態調査報告書』。
北海道大学アイヌ・先住民研究センター編，2010，『アイヌ研究の現在と未来』北海
道大学出版会。
松本和良・江川直子編，『アイヌ民族とエスニシティの社会学』学文社。
松本和良・大黒正伸・中野克之，1998，「ウタリ社会の統合と宗教的行為─様似町の
社会調査」，松本和良・大黒正伸編，1998，『ウタリ社会と福祉コミュニティ─現
代アイヌ民族をめぐる諸問題』学文社，89 ─ 133。
松本和良・大黒正伸編，1998，『ウタリ社会と福祉コミュニティ─現代アイヌ民族を
めぐる諸問題』学文社。
